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はじめに 	
 

（ 1） 動機 	
 

	
 i P h o n e に つ い て 調 べ そ れ に つ い て の 論 文 を 作 成 し よ う と 考 え た の は 、

ま ず 私 が 所 属 す る 福 田 ゼ ミ の 基 本 テ ー マ が 「 人 の 役 に 立 つ も の を つ く

る」ということに始まる。大谷大学に入学した当初、私自身に明確な学

習目的はなく、人文情報学科という学科を選択したのも、理系は苦手だ

が W e b 関連の勉強がしてみたいと考えていたからである。高校時から

パソコンや W e b 関連に興味はあったものの、これといった専門知識な

どは全く持っておらず、ましてやそれらを使い人の役に立つものをつく

るということは考えたこともなかった。  

	
 そ の た め 2 回 生 に 上 が り 、 後 期 の ゼ ミ 選 択 時 に は 、 自 分 が 本 当 に 学

んでいきたい、やりたいことはなんだろうかと深く考えることになった。

そして、それぞれのゼミの先生にお話を聴くうちに、福田先生のこのテ

ーマが印象深く自分の中に残った。やはり何かをするのなら、自分の自

己満足ではなく、人のためになることを身につけていきたいと強く感じ

たためである。  

	
 そして、福田ゼミで学んだことを活かせる、人の役に立てるテーマと

は何だろうかと考えた結果、「 i P h o n e 用 W e b サイトについて」という

テ ー マ を 思 い つ き 、 こ れ に つ い て 論 文 を 作 成 す る こ と に し た 。 i P h o n e

は現在携帯電話に代わる次世代モバイルデバイスとして、着々と使用率

を拡げており、身近なものとなっている。そしてその i P h o n e を用いて、

出先で W e b サイトなどを利用することは多々あり、そんな世間一般的

なものとなってきた i P h o n e 用の W e b サイトについてどのような仕組

みで成り立っているのか、 P C で閲覧する時と中身はどう違っているの

か等疑問があったため、今回のテーマを設定した。  
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（ 2） iPhone と は 	
 

	
 スマートフォン自体は世界各国の通信会社から 2 0 0 0 年頃より登場し

ていたが、 i P h o n e は 2 0 0 8 年 7 月 11 日に A p p l e 社が発売した「 i P h o n e  

3 G」 が 普 及 の き っ か け と な り 、 登 場 後 日 本 に お い て シ ェ ア が 大 き く 伸

びたモバイルデバイスである。一般的な携帯電話とは違い、電話やメー

ル 機 能 以 外 の 機 能 も 数 多 く 備 え て い る 。 ま た 現 在 で は i O S を 搭 載 し た

i P h o n e だ け で な く 、 A n d r o i d  O S を 搭 載 し た A Q U O S  P H O N E や

G A L A X Y な ど 国 産 ス マ ー ト フ ォ ン も シ ェ ア を 大 き く 伸 ば し て き て い る 。  

	
 i P h o n e だ け で な く 、 ど の ス マ ー ト フ ォ ン に も 共 通 し て い え る 最 も 大

き な 特 徴 は 、 W e b サ イ ト を デ ス ク ト ッ プ 用 の パ ソ コ ン ブ ラ ウ ザ の よ う

に閲覧ができるという点である。従来はパソコンでしかできなかった作

業も外出先で行うこともでき、出先で簡単に調べ物をおこなったり、サ

イトを閲覧することもできるため、ユーザーの多くはこれらの利点を使

用目的としている。  

	
 

（ 3） 対象者について 	
 

	
 本論文は、人文情報学科でこれから W e b サイトを作成し公開しよう

と し て い る 人 、 ま た こ れ ま で に サ イ ト を 作 成 し た こ と が あ り 、 今 後

W e b サ イ ト を ス マ ー ト フ ォ ン 用 に 最 適 化 さ せ て い こ う と 考 え て い る 人

に向けて作成している。また、 H T M L や C S S についての基本的な知識

があるということなども対象の条件としている。そのため、デスクトッ

プ用の W e b ページについての説明は、 i P h o n e 用のタグやソースとの比

較時以外は基本省くこととする。  
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（ 4） 類似物について 	
 

	
 こ れ ま で の ゼ ミ 生 の 制 作 物 の 中 で 、 W e b サ イ ト を 作 成 す る た め の

H T M L や C S S についてまとめた教材や論文は存在したが、 i P h o n e 用の

W e b サ イ ト を 作 成 す る こ と に つ い て ま と め た 論 文 は 、 確 認 し た 中 で は

制作物内にはない。これは近年になってからスマートフォンが世の中に

定着し始めたためだと思われる。  

	
 し か し 、 ネ ッ ト や 書 店 な ど で 調 べ て み る と 、 i P h o n e に つ い て の 書 籍

やサイトは既に数多く存在する。今回は i P h o n e について初心者の人も

わかるよう基本的なことを説明すると同時に、それら既存のものとの差

別化を図るため、これらのサイト・書籍を比較し、最も理解しやすいも

のになるように作成を図った。  

 

2.制 作 物について 	
 

（ 1） 最適化とは 	
 

	
 W e b サイトを閲覧するため i P h o n e に搭載されている W e b ブラウザ

は、 A p p l e 社が開発したデスクトップ用ブラウザ S a f a r i のモバイル版

M o b i l e  S a f a r i というものである。これはデスクトップ用に作成された

ほとんどの W e b サイトを閲覧する機能があるが、 i P h o n e とデスクトッ

プ用パソコンでは、デバイスと画面の大きさ、そしてモバイル通信網に

よる回線スピードが異なるため、デスクトップ向けに作成されたサイト

は 快 適 に 閲 覧 す る こ と が で き な い 場 合 が 出 て く る 。 i P h o n e 用 に 最 適 化

し た サ イ ト を 公 開 し て い る メ ジ ャ ー な 例 と し て は 、 Y a h o o ! J a p a n、

G o o g l e などの検索エンジン、ポータルサイトの l i v e d o o r、ショッピン

グ サ イ ト の A m a z o n や 楽 天 、 ソ ー シ ャ ル ネ ッ ト ワ ー キ ン グ サ ー ビ ス の

m i x i な ど の サ イ ト が 挙 げ ら れ る 。 例 え ば も し 、 こ れ ら の サ イ ト が
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i P h o n e 用 に 最 適 化 さ れ ず そ の ま ま の 状 態 で 公 開 さ れ て い た 場 合 、 閲 覧

時に必要としている情報が見づらく表示され、ユーザーはサイトから離

脱してしまう可能性が発生する。すると、本来そのサイトで発生するは

ずだった成約や売り上げの減少を招きかねない。それらの事態を防ぐた

めにも、事前に i P h o n e 用に W e b サイトを最適化することには、大変

意義がある。これは個人用サイトにも共通していえることである。  

	
 i P h o n e は W e b k i t という H T M L レンダリングエンジンを使用してお

り 、 こ れ は 最 新 の W e b 技 術 へ の 対 応 が 早 い た め 、 新 し い H T M L 5 や

C S S 3 に 対 応 し て い る 。 そ の た め 特 別 な 理 由 が な い 限 り 、 i P h o n e  向 け

の W e b ページを作成する場合は H T M L 5 を使うのが一般的と言える。

C S S も同様である。最新の技術を用いて W e b サイトを作成することが

で き る た め 、 H T M L の 記 述 を よ り 簡 単 に 記 述 す る こ と も 可 能 で あ り 、

サイトの作成者にとっても知識を身につける勉強になるという点でも利

点はある。  

	
 そして上記した M o b i l e  S a f a r i にはいくつか制限事項がある。  

 

・ファイルのアップロード /ダウンロードができない  

・「マウスオーバー」の表現ができない  

・ F l a s h などのプラグインに対応してない  

・フレーム表現ができない  

・日本語フォントは 1 つのみ  

 

	
 i P h o n e に は パ ソ コ ン の よ う に フ ァ イ ル 管 理 の 機 能 が な い 。 例 え ば 、

W e b ページ内の「写真アルバム」に保存をすること、 P D F ファイルを

M o b i l e  S a f a r i で開くこと、専用アプリに保存することは可能だが、そ
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れ以外のほとんどのファイルはダウンロードを禁止されている。  

	
 「 マ ウ ス オ ー バ ー 」 の 表 現 が で き な い と い う の は 、 i P h o n e は 画 面 を

タッチすることにより操作する方法を取っているため、マウスのように

「移動」と「押す」を分けることができず、 2 つまとめて「タッチ」と

いう 動 作 に な るた めである。そのため、 C S S の : h o v e r や、 J a v a S c r i p t

の o n m o u s e o v e r は使用できない。 J a v a S c r i p t を工夫すれば近い表現は

できるものの、ボタンの上に指をのせると色が変わったりするような処

理は難しいといえる。  

	
 そして i P h o n e にできないこととして最も有名であるのが、 F l a s h に

対応していないことである。アプリを使用すれば再生可能のものもある

が 、 基 本 的 に 再 生 で き な い の が 一 般 的 で あ る 。 し か し 現 在 で は 韓 国 の

S U M S U N G が開発し、日本では N T T ドコモが販売している G A L A X Y S

な ど が F l a s h 対 応 し て お り 、 今 後 ス マ ー ト フ ォ ン と し て は 対 応 機 器 が

増えるかもしれない。  

	
 i f r a m e 要 素 を 使 っ た デ ス ク ト ッ プ 向 け サ イ ト は 少 な く な い 。 し か し

M o b i l e  S a f a r i で は こ の フ レ ー ム を 仕 様 通 り に 表 示 で き な い 。 H T M L 5

の規格では f r a m e、 f r a m e s e t、 n o f r a m e s 要素が廃止対象となっており、

i f r a m e 要 素 の み が 利 用 可 能 と な っ て い る が 、 使 い 勝 手 が 悪 い も の と な

るため i P h o n e で使うことはやめた方がいいといえる。  

	
 日本語フォントは 1 つのみというのは、 M o b i l e  S a f a r i の使用上の制

限ではないものの、日本語フォントはヒラギノ角ゴシックしか付属して

おらず、明朝体などは使えないということである。日本語フォントは変

更できないが、英文フォントは充実しているので使い分けすることが可

能だ。  

	
 以 上 が 、 i P h o n e に 最 適 化 し た サ イ ト を 作 る た め に も 忘 れ て は い け な
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い制限事項である。  

	
 

（ 2） iPhone 向 け Web サ イ ト作成 	
 

	
 ここでは i P h o n e 向け W e b サイト作成の基本的な方法と最低限の知

識 を ま と め る 。 i P h o n e は パ ソ コ ン と 違 い 、 画 面 サ イ ズ が 小 さ く 、 モ バ

イル回線を使用しているためテキストや画像のダウンロードにも時間が

かかることなどを念頭に置きサイト設計を考える必要がある。  

	
 実際に私もこの論文内の条件を踏まえサンプルサイトを作成している。

なお作成したサンプルサイトについては卒業制作をみてほしい。  

 

（ⅰ）ページサイズは横 3 2 0 p x×縦 4 8 0 p x  

	
 デスクトップでは、横幅を 7 4 0～ 9 6 0 p x 前後に想定して設計するのが

一般的であるが、 i P h o n e では横 3 2 0 p x×縦 4 8 0 p x または横 4 8 0 p x×縦

3 2 0 p x と設定する。通常は縦表示時の横幅 3 2 0 p x が基本である。ここ

で大事なのがファーストビューであり、アクセス時最初に表示されるペ

ー ジ に は 最 も 伝 え た い 情 報 を 盛 り 込 ま な け れ ば な ら な い 。 M o b i l e  

S a f a r i には上下に U R L の表示領域などがあるため、一度に表示される

領域は 3 5 6 p x となる。少しでも表示領域を増やすには、 H T M L の最後

に s c r i p t 要 素 を 記 述 、 そ こ か ら J a v a S c r i p t を 読 み 込 む こ と に よ り 、

U R L の表示領域が自動で隠れるようにすることができる。  

 

【 H T M L】  

< s c r i p t  t y p e = ” t e x t / j a v a s c r i p t ”  s r c = ” j s / i p h o n e . j s ” > < / s c r i p t >  

< / b o d y >  

< / h t m l >  
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【 j s .ファイル】  

	
 w i n d o w . a d d E v e n t L i s t e n e r ( ‘ l o a d ,  

   f u n c t i o n ( ) {  

    s e t T i m e o u t ( f u n c t i o n ( ) {  

    s c r o l l T o ( 0 , 1 ) ;  

    } , 1 0 0 ) ;  

   } ,  f a l s e ) ;  

 

	
 以上の処理は必須というわけではないが、より良いサイト作成のため

には記述した方がいいといえる。  

（ⅱ）画像サイズも横幅 3 2 0 p x 以内  

	
 サ イ ト の 横 幅 が 3 2 0 p x な の で 、 画 像 も も ち ろ ん こ の 幅 に 納 め る 。 ま

た M o b i l e  S a f a r i は読みこめるファイルサイズに制限があるため注意が

必要である。画像はそのファイルの「重さ（ファイルサイズ）」だけで

なく「大きさ（ピクセル数）」が制限の対象になっていることに注意が

必要である。  

 

ファイルの種類  制 限  

G IF ,PNG ,T IFF  3 メガピクセルまで 

JPEG  32 メガピクセルまで 

HTML ,CSS ,JavaSc r i p t など 10 メガバイトまで 

 

上記の他にも、  
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・文字サイズは 1 4 p x～ 1 6 p x、行間は 1 . 4～ 1 . 6  

・ページの左右には 1 0 p x の余白を作る  

・ナビゲーションリンクの横幅は 4 4 p x 前後  

など、実際の画面で見た際に見やすい設定にしておく。  

	
 次にセマンティックス関連の要素についてである。セマンティックな

マークアップを行うと、作成者が文書の構造を理解しやすくなるだけで

なく、コンピュータにとっても理解しやすいデータとなるため、サーチ

エンジンなどでより正確にデータを取り出せるようになる。  

例えば、 s e c t i o n 要素は、見出しと本文で構成される 1 つのまとまり

をマークアップするために使うものであり、見出しがないただの文章の

まとまりに対しては利用するべきではない。そういう場合は d i v 要素を

使用する。  

 

< s e c t i o n >  

< h 1 >セクションの見出し < / h 1 >  

	
 	
 < p >本文 < / p >  

< / s e c t i o n >  

 

	
 s e c t i o n 要 素 以 外 の 代 表 的 な も の は 、 a r t i c l e、 n a v、 h e a d e r、 f o o t e r、

f i g u r e、 s m a l l などがあり、 H T M L の各要素をわかりやすくするために

もセマンティックス要素を使用することを忘れないようにしたい。  

	
 i P h o n e に最適化したデザインにするためには、 V i e w p o r t の設定も忘

れ て は い け な い 。 V i e w p o r t と は 、 表 示 領 域 を 指 定 す る た め の プ ロ パ テ

ィで、パソコン用ブラウザではウィンドウのサイズによって表示領域が

決 ま る も の だ が 、 i P h o n e は 特 に 指 定 し な い 限 り 表 示 領 域 の 横 幅 を
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9 8 0 p x 分を画面に収まるように画面サイズに合わせ縮小している。ピン

チ イ ン /ピ ン チ ア ウ ト を 使 え ば 閲 覧 は 可 能 な も の の 、 よ り 快 適 に す る た

めにも V i e w p o r t の設定が必要である。  

	
 V i e w p o r t は m e t a 要素を使用し、下記のように定義する。  

 

< m e t a  n a m e = ” v i e w p o r t ”  c o n t e n t = ”値 ”  / >  

 

値 =内容  意 味  デフォルトの値  

w id th  V i ewpo r t の横幅  980px  

he i g h t  V i ewpo r t の縦幅  幅 に応 じて自動  

in i t i a l - sca l e  
ページ読み込み時の拡大

率  
1  

use r- sca l a b l e  
ユーザーによる拡大操作の

許可  
yes  

m in imun-sca l e  拡 大 率の最小  0 . 25  

max imum-sca l e  拡 大 率の最大  1 . 6  

 

V i e w p o r t を指定せずに M o b i l e  S a f a r i のデフォルト値をそのまま使

用した場合は、次のように指定したのと同じ状態になる。  

 

< m e t a  n a m e = ” v i e w p o r t ”  c o n t e n t = ” w i d t h = 9 8 0 p x , i n i t i a l - s c a l e = 1 . 0 ,  

u s e r - s c a l a b l e = y e s , m i n i m u m - s c a l e = 0 . 2 5 , m a x i m u m - s c a l e = 1 . 6 ”  / >  

 

	
 ここでは、値を d e v i c e - w i d t h と入力する。そうすることにより画面

サ イ ズ が 3 2 0 p x 以 外 の デ バ イ ス で も 最 適 化 し 表 示 す る こ と が で き る た
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めである。  

 

（ 3） 基本的な HTML に つ いて 	
 

	
 基本的なセマンティックス要素はデスクトップとほとんど変わらない。  

 

	
 	
 ・サイトのロゴやページの見出しを h e a d e r で囲む  

	
 	
 ・見出しがある節を s e c t i o n で囲む  

	
 	
 ・写真や挿絵などを f i g u r e で囲む  

	
 	
 ・パンくずリストを n a v で囲む  

	
 	
 ・コピーライトなどを f o o t e r で囲む  

 

	
 これらを用いて、ページの各部位の意味を明確にしておくことを念頭

において作業を進める。 H T M L ファイルの先頭で、 V i e w p o r t や C S S の

設定を行う。ここではその h e a d 要素の定義について説明する。  

 

①  < ! D O C T Y P E  h t m l >  

② < h t m l  l a n g = ” j a ” >  

< h e a d >  

③ < m e t a  c h a r s e t = ” u t f - 8 ” / >  

④ < t i t l e >タイトル < / t i t l e >  

⑤ < m e t a  n a m e = ” v i e w p o r t ”  c o n t e n t = ” w i d t h = d e v i c e - w i d t h ” / >  

⑥ < m e t a  n a m e = ” f o r m a t - d e t e c t i o n ”  c o n t e n t = ” t e l e p h o n e = n o ” / >  

⑦ < l i n k  r e l = ” a p p l e - t o u c h - i c o n ”  h r e f = ”アイコンのファイル名 . p n g ” / >  

⑧ < l i n k  r e l = ” s t y l e s h e e t ”  h r e f = ” c s s のファイル名 . c s s ”  

m e d i a = ” s c r e e n ” / >  
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< / h e a d >  

 

①  D O C T Y P E 宣言  

	
 ど う い う 仕 様 の H T M L ド キ ュ メ ン ト で あ る か を 宣 言 。 単 に

「 D O C T Y P E  h t m l」と記述すると H T M L 5 ドキュメントとして処理さ

れる。  

②  言語の宣言  

ド キ ュ メ ン ト が 何 の 言 語 で 書 か れ て い る か の 宣 言 。 日 本 語 で あ れ ば

「 l a n g = ” j a ”」と記入。  

③  文字コード  

内 容 は サ イ ト 環 境 や ド キ ュ メ ン ト の 文 字 コ ー ド に 合 わ せ る が 、 特 に

指定や制約がない場合 U T F - 8 とするのが一般的。  

④  タイトル  

デ ス ク ト ッ プ と は 違 い 、 表 示 で き る 文 字 数 が 少 な い た め 注 意 が 必 要 。  

⑤  V i e w p o r t の設定  

上記で説明したとおり、値を「 d e v i c e - w i d t h」と設定。  

⑥  電話番号認識の無効化  

M o b i l e  S a f a r i には、 -（ハイフン）で繋がれた文字や連続した数字の

文字列を見つけると、電話番号などの連絡先と判定し自動的にリンクを

生成する機能がある。しかし、ハイフンを用いた文字列も電話番号と判

定されてしまう場合もあるため、ここではあえて「 ” t e l e p h o n e = n o ”」と

している。  

⑦  ホーム画面用のアイコンの設定  

M o b i l e  S a f a r i では、 i P h o n e のホーム画面にブックマークアイコンを

置くことができる。これを W e b クリップと呼ぶ。アイコンに使用する
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画像は、横 11 4 p x×縦 11 4 p x 以上の P N G 形式で作成する。アイコンの

角丸と光沢は i P h o n e の方で自動的に付けてくれるため、必要ない。  

ま た こ の 記 述 を せ ず に ア イ コ ン を 指 定 す る 場 合 は 、 画 像 の フ ァ イ ル

名 を a p p l e - t o u c h - i c o n . p n g に し て お き 、 サ イ ト の 一 番 上 の 階 層 に 配 置

する。後は自動的にアイコンが生成される。  

⑧  C S S の読み込み  

ファイル名やデバイスの種類を指定して C S S を読み込む。ここで注

意 す る の が 、 m e d i a 属 性 で あ る 。 m e d i a 属 性 で 指 定 で き る 値 に は

「 h a n d h e l d」 と い う モ バ イ ル デ バ イ ス 向 け の 設 定 値 が あ る が 、 i P h o n e

などのスマートフォンではパソコン用ブラウザと同じ「 s c r e e n」を指定

する。  

 

（ 4） 基本的な CSS に つ いて 	
 

	
 次に C S S の説明をする。デスクトップ向けページでは、W e b ブラウ

ザごとのスタイル設定の違いを吸収するために、最初にすべての要素の

デ フ ォ ル ト ス タ イ ル を リ セ ッ ト す る の が 一 般 的 で あ る 。 i P h o n e の 場 合

は M o b i l e  S a f a r i のみを考慮すればいいため、本来はリセットする必要

はない。しかし、 m a r g i n や p a d d i n g などのレイアウトに関するスタイ

ル は 、 リ セ ッ ト し て お い た 方 が ス タ イ リ ン グ し や す い た め 、 C S S フ ァ

イルの先頭でリセットをしておく。  

	
 M o b i l e  S a f a r i には、文字サイズを自動的に調整する機能も付いてい

る 。 そ れ を 制 御 す る た め の プ ロ パ テ ィ が 「 - w e b k i t - t e x t - s i z e - a d j u s t -」

で あ り 、 デ フ ォ ル ト 値 は 「 a u t o」 だ が 、 C S S で サ イ ズ を 調 整 す る 場 合

「 n o n e」を指定し、無効化する必要がある。  

	
 i P h o n e では H T M L 5 を使用しているため、 H T M L 5 の一部の新要素
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にも気を配らなければならない。 H T M L 5 以前からある要素に対しては、

それぞれブラウザ側でデフォルトの d i s p l a y プロパティの値がセットさ

れ て い る 。 例 え ば 、 h 1 要 素 は 「 d i s p l a y : b l o c k」 が デ フ ォ ル ト で あ る 。

しかし新要素の場合、ブラウザによってはセットされていない場合があ

る た め 、 こ ち ら で 設 定 し て お く 必 要 が あ る 。 h e a d e r 要 素 の よ う な も の

でも、ブロックレベルとして設定されていない場合があるため、ブロッ

ク レ ベ ル に 該 当 す る 要 素 は 、 「 d i s p l a y : b l o c k」 と 指 定 す る こ と が 望 ま

しい。  

	
 画 像 、 リ ス ト 、 表 な ど に 関 し て も 設 定 の リ セ ッ ト が 必 要 で あ る 。 i m g

要素はボーダーをなしに、縦方向の配置を下揃えに設定し、リストに使

用する l i 要素はリストスタイルをなしにする。 t a b l e 要素はボーダー間

隔を 0 にし、内容がないセルも表示する設定にする。  

	
 i P h o n e では C S S 3 を使用するため、ベンダープレフィックスという

ものが必要となる。ベンダープレフィックスとは、正式に仕様が定めら

れていないがブラウザが試験的に先行実装しているプロパティや、ブラ

ウザが独自実装しているプロパティを表す。 M o b i l e  S a f a r i のベンダー

プレフィックスは「 - w e b k i t -」であるが、現状一部のプロパティを除き、

ベンダープレフィックスの記述が必須となっている。そのため、今後ベ

ンダーフィックスが正式に勧告された時のことも考え、ベンダープレフ

ィックスなしの記述とありの記述を併用する。  

 

- w e b k i t - b o r d e r -r a d i u s :  8 p x ;  / /ベンダープレフィックスあり  

b o r d e r -r a d i u s : 8 p x ;    / /ベンダープレフィックスなし  
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（ 5） iPhone 風 ナ ビゲーションページ 	
 

	
 i P h o n e に は ア プ リ の 画 面 に 似 せ た ナ ビ ゲ ー シ ョ ン が 多 く 存 在 し て い

る。それらは一体どうやって表現しているのか、ここで説明していく。  

i P h o n e の ホ ー ム 画 面 の よ う に 、 グ リ ッ ド 状 に ア イ コ ン を 並 べ た ナ ビ

ゲーションはユーザーにとって感覚的にわかりやすいナビゲーションで

ある。例としてはアイコンの角丸と影を C S S でつけ、縦横 6 0 p x の正

方形アイコンを並べるといったようなことである。これはナビゲーショ

ン全体を n a v 要素でマークアップし、個々のアイコンになる部分は u l、

l i 要 素 を 使 っ て 記 述 す る 。 ま た a l t 属 性 に は 詳 し い 内 容 を 記 述 す る 。

H T M L 5 では i m g 要素の a l t 属性に関する以下の詳細な設定が設けられ

ている。  

 

イメージの内容  a l t 属 性 に記述すべき内容  

図 表 などイメージがコンテンツにとっ

て重要である場合  

a l t 属 性 を設け、前後の文脈に自

然な形で、対象 イメージの詳細な表

現 を記述  

アイコン画像のように装飾や補足の

ためのイメージである場合  

a l t 属 性 を設けるが、中身 を空にす

る 

 

	
 またリスト型ナビゲーションも i P h o n e アプリではよく見られる。単

なるテキストリンクよりもタップしやすく、また項目を縦に追加してい

くだけなので作成者にも後々使いやすいナビゲーションである。  

	
 そ し て ヘ ッ ダ ー 型 の ナ ビ ゲ ー シ ョ ン も そ の 1 つ で あ り 、 タ イ ト ル 表

示とナビゲーションの機能を兼ね備えている。これを設置するとページ

内でユーザーが迷いにくい、移動のしやすいサイトになる。しかしこれ
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はヘッダーに表示領域を確保しなければならず、あまり文字数の多いも

のは収まらないため注意が必要だ。  

	
 i P h o n e の基本的なページはこれら 3 つの要素でアプリのように見せ

かけることができる。  

 

（ 6） アクセスの振り分け 	
 

	
 i P h o n e に最適化したサイトを作成したら、 i P h o n e ユーザーをサイト

へ誘導しなければならない。ここでは主に 3 つの方法を紹介する。  

（ⅰ） . h t a c c e s s による振り分け  

	
 まず「 . h t a c c e s s」という W e b サーバの動作を制御するファイルを使

っ て i P h o n e 向 け サ イ ト に 転 送 さ せ る 方 法 が あ る 。 利 用 し て い る W e b

サーバで、 m o d _ r e w r i t e という U R L を書き換える機能が有効でなけれ

ば使えないため、まずこれを確認する。次にテキストエディタを用い、

下記の内容を「 . h t a c c e s s」というファイルに書き込む。  

 

< I f M o d u l e  m o d _ r e w r i t e . c >  

R e w r i t e E n g i n e  o n  

R e w r i t e C o n d  % { H T T P _ U S E R _ A G E N T }  i P h o n e  

R e w r i t e R u l e  ^ $  h t t p : / / w w w . e x a m p l e . c o m / i p h o n e /  [ R ]  

< / I f M o d u l e >  

 

（ⅱ） J a v a S c r i p t による振り分け  

	
 デスクトップ向けトップページ ( i n d e x . h t m l )にかき込むと、デスクト

ップ向けのサイトの U R L にアクセスしたとき自動転送させることがで

きるようになる。  
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< h e a d >  

< s c r i p t >  

i f  ( n a v i g a t o r . u s e r A g e n t . i n d e x O f ( ‘ i P h o n e ’ )  ! =  - 1 )  {  

 l o c a t i o n . h r e f = h t t p : / / w w w . e x a m p l e . c o m / i p h o n e / ;  

}  

< / s c r i p t >  

< / h e a d . >  

 

（ⅲ） P H P による振り分け  

	
 これは P H P を使用しているサイトの場合使用できる。以下の記述を

P H P ファイルに書き込むのだが、どの P H P ファイルに書き込むかはサ

イ ト の 構 成 に よ っ て 異 な る た め 、 P H P に 詳 し い 人 な ど と 相 談 し て 加 え

ることを勧める。  

 

< ?  P h p  

 i f  ( s t r o p s ( $ _ S E V E R [ ‘H T T P _ U S E R _ A G E N T ’ ] ,  ‘ i P h o n e ’ )  ! = =  f a l s e ) {  

  h e a d e r ( “ l o c a t i o n :  サイトの U R L ” ) ;  

 }  

? >  

 

（ 7） 検証について 	
 

	
 次に上記で作成した W e b ページが正しく表示されることを確認しな

ければならない。ここではその検証方法について紹介する。  

（ⅰ） M a c の場合  
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 M a c で検証する場合、 i P h o n e シミュレータ（ i O S シミュレータ）を

利用する方法と、 O S X のパーソナル W e b 共有を起動し、 i P h o n e 実機

で確認する方法がある。本テキストでは、前者の方法で検証する方法を

紹介する。  

i P h o n e シ ミ ュ レ ー タ と は 、 i P h o n e ア プ リ を 開 発 す る た め の i O S  

S D K に 含 ま れ て い る 、 動 作 検 証 用 の ソ フ ト ウ ェ ア で あ り 、 ダ ウ ン ロ ー

ドには、 i P h o n e  D e v e l o p e r  P r o g r a m への無料登録が必要である。登録

後 、 i O S  S D K の ダ ウ ン ロ ー ド を 行 い 、 イ ン ス ト ー ル す る 。 イ ン ス ト ー

ル 後 に 、 i P h o n e シ ミ ュ レ ー タ を 開 く に は 、 「 D e v e l o p e r 」 →

「 P l a t f o r m s 」 → 「 i P h o n e S i m u l a t o r . p l a t f o r m 」 → 「 D e v e l o p e r 」 →

「 A p p l i c a t i o n s」と、深い階層のフォルダまでいかなければならない。

こ れ を 覚 え て お く の も い い が 、 S p o t l i g h t を 使 用 し 、 「 i P h o n e  

S i m u l a t o r」で検索にかけることをお奨めする。  

i P h o n e シミュレータでは、マウスが指のかわりになる。ピンチイン /

アウトを行うときは O p t i o n キーを押したままドラッグすることで、同

じように動作するということも覚えておくといい。  

W e b ページを検証するときは、「 S a f a r i」を起動し目的の W e b ペー

ジの U R L を入力する。ハードディスク内に保存された W e b ページを見

る 場 合 は 、 「 h t t p : / / 」 の 代 わ り に 「 f i l e : / / 」 を つ け 、 そ の 後 に

「 / U s e r s」から始まるファイルパスを入力すると表示される。このシミ

ュレータは i「ハードウェア」メニューの「デバイス」を切り替えれば、

i P a d も検証可能である。  

（ⅱ）W i n d o w s の場合  

	
 i P h o n e シミュレータは、W i n d o w s 版のものは提供されていないため、

上記の方法は使用できず、パソコンだけで検証することはできない。し
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かし W i n d o w s 版 S a f a r i を使えば、だいたいの見た目を確認することは

できる。  

	
 また i P h o n e の実機があれば、W e b サーバを導入することで検証が可

能になる。これにはフリーソフトの X A M P P  f o r  W i n d o w s を利用するこ

と を 推 奨 す る 。 こ れ を イ ン ス ト ー ル す る と 、 ス タ ー ト メ ニ ュ ー な ど に

X A M P P  C o n t r o l  P a n e l が登録され、そこから A p a c h e を起動する。特

に設定を変更せずインストールした場合、 X A M P P は C ドライブ直下の

「 x a m p p」フォルダにインストールされ、そのフォルダ内の「 h t d o c s」

フ ォ ル ダ の 中 に 確 認 し た い フ ァ イ ル を コ ピ ー す る 。 そ し て i P h o n e で

「 h t t p : / /パソコンのローカル I P アドレス /」にアクセスすることで検証

可能となる。  

 

（ 8） iPad に つ いて 	
 

	
 i P a d は 2 0 1 0 年 5 月より発売され、大谷大学でも新しい試みとして

2 0 11 年度から i P a d を導入した。ここでは i P a d と i P h o n e について比

較する。  

 

・ 	
 画面サイズの違い  

・ 	
 画像ファイルの制限の違い  

・ 	
 W e b クリップのサイズの違い  

・ 	
 ビデオの再生方法の違い  

 

	
 これらが主な i P a d と i P h o n e の違いである。  

画 面 サ イ ズ は 見 て わ か る と お り 、 i P a d の 方 が 大 き く 作 ら れ て お り 、

解像度が違う。また i P h o n e で V i e w p o r t がデフォルトで横幅 9 8 0 p x に
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設定されているように、 i P a d もデフォルトでは横幅 9 8 0 p x にレンダリ

ングされている。しかし実際表示すると、物理的ディスプレイの大きさ

の違いにより、 i P h o n e では少々見づらいサイトも、 i P a d では 9 . 7 イン

チのディスプレイのためそれほど見づらくはない。  

	
 J P E G 画像は両方とも 3 2 メガピクセルまで対応しているが、 G I F、

P N G、 T I F F 画像の場合、 i P h o n e 4 では 3 メガピクセルまで対応してい

るのに対し、 i P a d では 2 メガピクセルまでとなっている。  

	
 i P a d でも W e b サイトのブックマークを、W e b クリップとしておくこ

とができ、アイコンの指定方法も i P h o n e と同じだが、アイコンサイズ

だけが多少違う。  

	
 i P h o n e では、ビデオを i f r a m e や e m b e d、 H T M L 5 の v i d e o 要素など

でマークアップし W e b ページに埋め込むことが可能だが、再生すると

きは専用のプレーヤーが起動して再生される。対する i P a d は、W e b ペ

ージに埋め込まれた状態のまま再生が可能であり、デスクトップ向けサ

イ ト と 同 じ よ う に 再 生 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し か し F l a s h 動 画 は 原

則的に再生できないことに注意が必要である。  

	
 以上のことを踏まえると i P a d は最適化の必要がほとんどないように

感じられる。しかしながら、やはり快適な W e b 閲覧を可能にするため

に i P a d にも最適化は必要であるといえる。以下に i P a d への最適化の

注意点を端的に述べておく。  

 

・ 	
 i P a d に合わせた V i e w p o r t を設定する  

・ 	
 F l a s h の代替要素を用意する  

・ 	
 画像サイズの制限に気をつける  

・ 	
 スクロールバーは表示されない  
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・ 	
 p o s i t i o n e : f i x e d に頼らない  

・ 	
 マウスオーバーの表現ができない  

 

	
 i P a d で の V i e w p o r t の 設 定 は 2 通 り あ り 、 1 つ め の 方 法 と し て は

「 V i e w p o r t の w i d t h に何も指定しない」という方法である。これはつ

まりデフォルトの V i e w p o r t サイズのままにするということで、サイト

によってはデフォルトでも問題ないサイズになる。 2 つめは「 V i e w p o r t

の w i d t h にサイトの横幅 +αを指定する」方法である。これはデフォル

トの 9 8 0 p x 以外のサイズを指定することで、例えば w i d t h = 1 0 2 4 p x と

いう V i e w p o r t に設定した場合、ページの横幅が 9 8 2 p x のサイトであっ

た場合は左右に余白ができた状態で表示される。逆に 9 3 0ｐｘなど小さ

いサイズに指定すると、少し拡大されたような形で表示される。  

	
 一 時 期 よ り F l a s h は 使 用 さ れ る こ と が 減 っ た も の の 、 現 在 で も 使 用

するところは多く使用されている。 F l a s h が使用されることにより起こ

る問題は、 F l a s h を主要メニューに使用した場合 F l a s h 非対応の環境で

閲覧すると他のページに移動できないということである。これを避ける

ため、 F l a s h コンテンツを埋め込んだ箇所に代替の要素をいれておき、

F l a s h 非対応環境では代替要素が表示されるようにする必要がある。  

	
 画像サイズは上記に記したとおり、サイズ制限に気をつければ表示さ

れないなどの問題はクリアできる。  

	
 i P h o n e も i P a d もスクロールバーという概念がない。これは普段操作

しているときに問題にならないが、 i f r a m e 要素や o v e r f l o w プロパティ

を使った要素の大きさを固定したスクロールを行う場合、問題となって

く る 。 例 え ば 、 デ ス ク ト ッ プ サ イ ト の ト ッ プ ペ ー ジ で 「 新 着 情 報 」 や

「 N e w s」 な ど の コ ン テ ン ツ が ミ ニ ボ ッ ク ス 内 で ス ク ロ ー ル で き る よ う
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になっている場合がある。このスクロールは、 i P h o n e、 i P a d ともに実

質的に使用不可能である。「実質的に」というのは、指二本でスワイプ

することでこのミニボックスのスクロールは可能なものの、この操作方

法をすべてのユーザーが知っているわけではないからである。つまり機

能としては問題無いが、快適な閲覧のためにこれに関しても場合によっ

て最適化が必要といえる。  

	
 最後に、スクロールバーと似たような問題だが、 p o s i t i o n : f i x e d の問

題がある。例えばスクロールさせているが一部の要素が移動せず、画面

に 表 示 さ れ 続 け る W e b ペ ー ジ が 存 在 す る 場 合 が あ る 。 こ れ は

p o s i t i o n : f i x e d と い う C S S プ ロ パ テ ィ と 値 が 使 わ れ て い る た め で あ る 。

こういったサイトを i P a d で閲覧すると、 p o s i t i o n : f i x e d を適用しても

要素が固定されず、スクロールごと動いてしまう。またフッターなどに

固定している場合、フッターがコンテンツに被ってしまうことなどがあ

る。これを回避するための方法として、 i P a d 閲覧時には次の C S S が適

用されるようにする。  

 

【 i P a d 用 C S S】  

. f o o t e r  {  

 p o s i t i o n :  f i x e d ;  

 w i d t h : 1 0 0 % ;  

 b o t t o m :  0 ;  

}  

	
 こ こ に 記 述 さ れ る p o s i t i o n : s t a t i c に よ り 、 i P a d で の 閲 覧 時 の

み . f o o t e r が普通にスクロールすることになる。  

	
 マウスオーバーに関しては i P h o n e の時に触れたとおり、 i P a d も同じ
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く 使 用 で き な い 。 こ れ に 代 替 す る も の と し て は 、 J a v a S c r i p t の タ ッ チ

系イベントである。  

 

・ 	
 o n t o u c h s t a r t（ o n m o u s e d o w n に相当）  

・ 	
 o n t o u c h m o v e（ o n m o u s e m o v e に相当）  

・ 	
 o n t o u c h h e a d（ o n m o u s e u p に相当）  

 

	
 これらを使用することにより、表現を再現することが可能である。し

かし必ずしも表現を再現する必要はないので、ケースバイケースでイベ

ントや表現は変えた方がいいだろう。  

 

3.最 後 に 	
 

	
 これまでサイトを作成する際、 i P h o n e や i P a d などについて考えて作

成したことはなかった。 H T M L や C S S などの勉強はこれまで学科の授

業などでも行っていたため、一通りの基本的知識はあった。しかし、モ

バ イ ル デ バ イ ス に 関 し て は 今 ま で 興 味 を 持 っ た こ と が ほ と ん ど な く 、

i P h o n e にしても i P a d にしても自分から勉強したことはほぼなかった。

昨年大谷大学で i P a d 2 が配布されたものの、私たちは 4 回生だったた

め授業カリキュラムはなく、宝の持ち腐れとなっていた生徒も多かった

と思われる。私自身 i P h o n e・ i P a d についての知識は今回卒業論文のテ

ーマにするまで全く持ち合わせておらず、また最適化についても暗中模

索状態であった。  

	
 今後こういったモバイルデバイスは普及率を伸ばすだろうと考えられ

る。現在は携帯とスマートフォンの二台持ちという人もいつかはスマー

トフォン一台のみになるかもしれない。また今携帯だという人も、昔ポ
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ケベルが携帯に取って代わったように、いつかすべてスマートフォンに

なる時代がくるかもしれない。私たちサイト作成者は、そんなもしもに

備え、ユーザーが常によりよい環境で快適に W e b を利用できることを

念頭に置くべきである。  

	
 私がこの論文内で紹介した最適化は本当に基本的な一部分であり、他

のやり方ももちろん多種多様に存在している。今この瞬間も世界中でネ

ッ ト 利 用 者 達 が 新 た な 技 術 を 生 み 出 し て い る か も し れ な い 。 今 後 も

H T M L や C S S の規格が改定されるにつれまた変わってくることも多く

出てくると考えられる。しかし冒頭で記したとおり、これから W e b サ

イトを作成し公開しようとしている人、またこれまでにサイトを作成し

たことがあり、今後 W e b サイトをスマートフォン用に最適化させてい

こ う と 考 え て い る 人 た ち に は 、 現 在 の こ と だ け で な く 今 後 ど の よ う に

W e b は 展 開 し て い く か を 考 え 情 報 を 収 集 し な が ら サ イ ト を 作 成 し て 欲

しいと考える。そして、そのきっかけに少しでもこの論文がなれば幸い

である。  
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